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    ２年部学年だより 

 R４．６．１ 
◆心のコップを上向きに◆ 

 中間試験も終わり、１学期も後半に入りました。今年はこういう風にしたいという

希望を持っていたはずなのに、なかなか思い通りにいかないこともあるかと思います。

物事がうまくいかない時は、多くの場合原因は自分にあります。忙しいというのも言

い訳にしかなりません。まずは、自分でやるべきことをやる。そして、続ける。毎日

毎日続けること。もう一度初心に戻って自分に言い聞かせながら頑張りましょう。さ

て、6 月は桐陽祭があります。コロナ禍の中での実施になりますが、昨年よりはでき

ることが増えています。来年は皆さんが中心となって運営することになります。今か

らそのことを意識して、準備や本番に積極的に取り組んでください。また、体育の部

はクラスの団結にとっても絶好のチャンスです。運動が苦手な人もいるかもしれませ

んが、全力で参加することによってチームワークが生まれてきます。運動神経だけで

勝敗は決まりません。例年まとまりのあるクラスが上位に入ります。本気になれば大

差なし。2年生の奮闘を期待しています。 

６月の予定 

日 曜 行        事 日 曜 行        事 

１ 水 桐陽祭準備 16 木 福島研修 

２ 木 桐陽祭準備 17 金 福島研修 総合探究の日 

３ 金 桐陽祭文化の部 18 土 指定休日（6/11 振替） 

４ 土 桐陽祭文化の部 19 日 漢検① 

５ 日  20 月 内科検診 

６ 月 桐陽祭体育の部 21 火 尿検査④ 

７ 火 片付け 尿検査③ 22 水  

８ 水 桐陽高校創立記念日 23 木  

９ 木 （体育の部予備日） 24 金  

10 金  25 土 指定休日 進研模試 

11 土 土曜講座 26 日  

12 日  27 月  

13 月  28 火  

14 火  29 水 歯科検診④ 

15 水 歯科検診③ 30 木 期末試験 ～7/5 

1 日（水）・2日（木） 桐陽祭準備 

8：00登校  11：30終礼  お弁当不要 

 

3 日（金）・4日（土） 桐陽祭 文化の部 

3日 8：00登校 11：30終礼 お弁当不要 

4日 分散登校 9：00～10：00（早く来る、残るは各自の判断、3年生保護者のみ1名入場可） 

 

6 日（月） 桐陽祭 体育の部 （愛鷹多目的競技場） 

8:00 生徒集合 市営球場駐車場 バス移動  お弁当必要（保護者芝生席入場可） 

 

7 日（火） 片付け 

8:00 平常登校、午前中に終了予定。お弁当不要 

 

16 日（木）・17日（金） 福島被災地研修（普通） 

17 日（金） 総合探究日（英数：大学見学 特進：大学見学 国進：テーブルマナー） 

コース毎の活動になります。集合時間、場所を確認して下さい。 

 

◆人生二度なし◆ 

町役場から誤って4千万円以上の新型コロナウイルス対策の臨時特別給付金が個人

口座に送金され、そのお金をネットカジノで使い込んだ男が逮捕されたという事件が

報道されました。なぜそんな大金をすぐに使えてしまうのか不思議に思います。他人

様のものを勝手に使うことは言語道断ですが、電子決済の影響でお金の感覚がくるっ

てしまうことには誰もが気をつけなければなりません。私は以前から500円玉貯金を

しています。買い物をしておつりの中に 500円硬貨があるとすぐに貯金箱に入れるよ

うにしています。10万円貯めるのに約 10年かかります。今回も早く10万円貯らない

かと楽しみにしていますが、最近はおつりをもらう機会が減り、貯金箱がなかなか重

くなりません。貯金というと、こんな話があります。生まれてから毎日１円ずつ貯金

していくと一生でいくらになるか、という話です。日本人の平均寿命を 84 年として

計算すると、3 万 0660 円になります。ちなみにみなさんが 17 歳の誕生日を迎えたと

きは 6205 円になります。私が今年 57 歳の誕生日のときは 2 万 0805 円です。１日１

円ずつ貯金しても、人生で3万円ぐらいにしかならないということは、計算すれば分

かることとはいえ、意外に少ないなと感じます。そう考えると、今日一日が大切に思

えてきます。 

◆保護者の皆様へ◆ 

 ニュースでも報道されているように、コロナ関連の規制が少しずつ緩和される傾向

になってきています。学校行事も以前と同じようにとまではいかないにしろ、できる

ことが増えてきました。学校生活にとってはありがたいことではありますが、まだ安

心できる状況には至っておりません。引き続き感染予防対策の徹底にご協力をお願い

いたします。 

  


